
※児童扶養手当については、法律改正により、平
　成２０年４月から手当を受けてから５年（支給
　事由発生から７年）を経過した方については、
　それまでの支給額の２分の１を超えない範囲で
　支給停止（減額）されることとなります。（詳
　細は、本年度末に決定する予定です）�

特別児童扶養手当��
　精神または身体に障害のある２０歳未満の児
童を養育している家庭に対し、その児童の福祉
増進のために支給される手当です。�
�
●対象者は・・・�
　２０歳未満で、知的または身体（中程度以上）
に障害をお持ちのお子さんを監護している父も
しくは母（所得の多い方）、または父母に代わ
ってその児童を養育している方が手当を受ける
ことができます。�
�
●手当額と支給時期は・・・�
　障害児１人につき（月額）�
　・１級（重度）の場合 ＝ ５０，７５０円�
　・２級（中度）の場合 ＝ ３３，８００円�
　４月、８月、１１月に前月分までをまとめて
指定した口座へ振り込みます。�
�
●所得制限限度額は・・・�
　受給者本人の前年所得が扶養親族１人の場合、
４，９７６千円（扶養者１人増すごとに３８万円
加算）、または扶養義務者等の所得が６，５３６
千円（扶養者１人増ごとに２１万３千円加算）
を超えると支給されません。�

児童福祉に関する制度・手当を紹介します�
～お父さんがいない児童や障害児の福祉向上を図ります～�

�

�

児童扶養手当��
　両親の離婚等により、父親と生計を同じくし
ていない児童を養育している母子家庭等の生活
の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図る
ことを目的とした制度です。�
�
●対象者は・・・�
　次のいずれかに該当する児童で、１８歳に達
する日以降最初の３月３１日までに児童を監護・
養育している母親や母に代わる養育者に支給さ
れます。（一定の障害をもっている場合は２０
歳まで）�
　①父母が離婚した後、父と生計を同じくして
　　いない児童�
　②父が死亡した児童（遺族基礎年金を受給し
　　ている場合を除く）�
　③父が重度の障害（国民年金の障害等級１級
　　相当）にある児童�
　④父の生死が明らかでない児童�
　⑤父から引き続き１年以上遺棄されている児
　　童�
　⑥父が引き続き１年以上拘禁されている児童�
　⑦母が婚姻によらないで生まれた児童�
　⑧父母とも不明である児童�
�
●手当額は・・・�
　手当は、申請者及び扶養義務者等の前年の所
得により全部支給、一部支給、支給停止のいず
れかに決定されます。�
　児童１人の場合、全部支給の月額は、４１，７２０
円ですが、一部支給の月額は９，８５０円を限度に、
所得に応じて１０円きざみで設定されます。��

扶養親族１人の場合の手当額�
　　  所得額（年額）　    手当額（月額）�
　　　　５７万円　　　 ４１，７１０円�
　　　１００万円　　　 ３３，７９０円�
　　　１３０万円 　　　２８，２７０円�
　　　１６０万円 　　　２２，７４０円�
　　　１９０万円 　　　１７，２２０円�
　　　２２０万円　　　 １１，６９０円�
�
●支給時期は・・・�
　４月、８月、１２月（各月とも１１日）に、
それぞれ前月までの分をまとめて指定口座へ振
り込みます。� 申請及びお問い合わせ先�

町保健福祉課　　○721603


